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G7/G20 Youth Summits の歩み

　G8 (G7) & G20ユースサミット（Y8 (Y7) & Y20）とは、G8 (G7) & G20首脳会談に、年
に一度開催される18-30歳のユースによる国際会議である。実際の首脳会談と同様、協
議された成果はコミュニケ（共同声明文）  としてまとめられ、G8 (G7) 及び G20の政策
決定過程にユースの視点を反映する上で重要な役割を果してきた。
　2006年４月にロシア・サンクトペテルブルクで開催された第１回大会では、 G8各国か
らの代表団、欧州連合（EU）代表、そして国際連合代表のユースが参加した。 2007年
第２回大会はドイツ・ベルリンで開催。さらに 2008年３月には、日本が議長国として第３
回大会を開催し、G8各国と招待国（ブラジル、中国）の代表団が横浜に集まり、議論を
行った。その様子は日本でもメディアに広く取り上げられた。
　2009年にイタリア・ミラノで開催された第４回大会には、アウトリーチ 5カ国（ブラジル、
中国、インド、メキシコ、南アフリカ）からの  代表団も議論に参加した。
　2010年、更なる国際経済協力の必要性が声高に叫ばれる中、ユースレベルでも G20
諸国の参画を取り入れ、カナダ・バンクーバーにて第 5回大会が開催された。  
　2011年に行われたパリ大会では、各大臣会合のうち 5会合を初めてG20の枠組みで
行い、新興国を始めとする新たな参加者が迎えられた。
　翌2012年はアメリカとメキシコの協力のもと、米国ワシントン D.C.にて大会が行われ
た。この会合では、新たに G8での法務大臣会合が実施されたほか、国際機関の代表も
招かれた。
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2016年4月30日 Y7 Summit Japan 2016 代表団集合写真



　2013年には、イギリス・ロンドンにて G8ユースサミット、ロシア・サンクトペテルブルクに
てG20ユースサミットが「Y20」として開催された。このサンクトペテルブルク大会から Y20
はG20首脳会談の公式エンゲージメント・グループ（※）となった。
　2014年には、ロシア・モスクワで開催予定であった Y8がG8首脳会談の中止に伴い開
催無期限延期となってしまったが、オーストラリア・シドニーにて Y20が開催された。
　2015年度は、ドイツ・ベルリンで開催予定であった Y7サミットが主催国ドイツの決定で
中止となり、Y20サミットのみがトルコ・イスタンブールにて開催された。
　2016年にはY7が日本で開催された。弊団体 G7/G20 Youth Japanは、例年の代表団
選抜・育成に加え、Y7サミットの企画・運営を担った。また、 Y20サミットは中国（北京・上
海）で開催され、例年同様、代表団の派遣を行った。　
　2017年にはイタリアにてY7サミット、ドイツにてY20サミットが開催された。Y20サミット
では、メルケル首相との政策意見交換の場も設けられた。
　2018年にはカナダにてY7サミット、アルゼンチンにて Y20サミットが開催された。
　2019年のY20サミットは、2016年のY7サミットに続き弊団体主催にて、東京で開催し
た。1000人超の若者を集めた公開イベントや、安倍総理への表敬訪問など、会期中は
様々な行事が執り行われた
   2020年には米国主催にてY7サミット、サウジアラビア主催にて Y20サミットが開催され

た。COVID-19の影響により、オンラインで開催された。

（※）G20エンゲージメントグループ：　 G20への正式な政策提言を目的に、政治家や官僚以外の各セクターによ
り構成される。Y20（ユース）はそのグループの一角を占める。その他代表的なものに、 B20（ビジネス）、L20（労
働組合）、C20（市民社会）、T20（シンクタンク）、W20（女性）等がある。
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2019年5月29日 安倍前総理表敬訪問時の集合写真（首相官邸にて）



Y7 United Kingdom



正式名称: 2021 G7 Youth Summit
主催: Future Leaders Network
期間:2021年5月14日(金)~5月15日(土)
開催地:イギリス（イギリス政府提供のオンラインプラットフォーム上による開催 )

参加者:18歳から30代の学生、社会人、政府関係者等からなる  G7メンバー国(※1)の代表

団33名
(※1)日本、フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、イタリア、カナダ、欧州連合、オーストラリ

ア

公式HP: https://www.futureleaders.network/opportunities-y7

概要:
今年度のY7サミットは、イギリス主催組織の元、オンライン開催となった。 G7メンバー国お

よび欧州連合に加え、議長国のイギリスがゲスト国としてオーストラリアも招待したことを踏

まえ、D11メンバー国からも代表団が選出された。 33名のユースが集結し、経済、デジタル

とテクノロジー、気候変動と環境、健康・医療の 4分野について議論を交わした。最終的に、

当サミットで作成されたコミュニケは  5月14日、G7のシェルパに提出された。
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日本代表団
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役職 氏名 所属（2021年11月時点）

代表団長 瀧野　俊太

代表 南日　可那子 ベルリン・フンボルト大学

代表 渡邊　哲

代表 本谷　嶺奈 東京医科歯科大学

 Y7日本代表団写真
(左上：南日、右上：渡邊、左下：瀧野、右下：本谷 )



Y7 活動報告 
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月 Y7日本代表団：主な活動・功績

2月 2021年度Y7日本代表団決定

3月 意識調査の実施
● 1024名の日本の若者の意見を収集。定量的調査・分析の実施。

オンラインイベントの開催
● 中高生向けを二回、大学生・社会人向けを一回開催。参加者には各分野（経済・デジタル

とテクノロジー・気候変動と環境・健康と医療）について少人数で自由に議論してもらい、
その内容を最後に発表してもらった。定性的調査・分析の実施。

G7 Internet Safety Roundtable
● Y7南日がY7を代表して参加。インターネットの安全性に関するユースの考えを表明。

3.11に関するY7声明の発表

4月 KIP知日派国際人育成プログラムとの共同イベント実施
● Y7渡邊が参加し、気候変動・環境に係るユースの意識調査、討議を実施。

議論開始
● 各分野ごとに毎週最低2時間以上にわたるミーティングが行われ、Y7共同宣言書に反映

する政策についての議論が交わされた。
オプエドの発表

● 経済：Y7 delegates call for G7 leaders to urgently close the gender pay gap
● デジタルとテクノロジー：Internet for the youth, by the youth, with the youth
● 気候変動と環境：Climate youth leaders call for urgent protection of forests on 

International Arbor Day
● 健康と医療：Health Y7 Leaders commemorate World Health Day

5月 Y7サミット
● Y7共同宣言書の発表およびG7大臣・政府関係者への提出

6月 BBC World News・BBC Radio出演
● Y7瀧野がY7を代表して生出演。

11月 Y7 Altitude Camp
● Y7瀧野・南日が参加し、それぞれのPost Summit Initiative (PSI)*を他代表団、Y7シェ

ルパおよび若手起業家等の前で発表。
● PSIを実行に移していく上でのスキルワークショップが２つ日間に渡って行われた。

*PSI: Y7代表として得た学びを使いどのようにして社会に変化を及ぼしていきたいかについて
具体的に明確化した計画

12月 Y7閉会式、2022年度主催国・ドイツへの引き継ぎ

https://www.futureleaders.network/y7-economy-delegates-call-on-g7-to-tackle-gender-pay-gap
https://www.futureleaders.network/internet-for-the-youth-by-the-youth-with-the-youth
https://www.futureleaders.network/climate-youth-leaders-call-for-urgent-protection-of-forests
https://www.futureleaders.network/climate-youth-leaders-call-for-urgent-protection-of-forests
https://www.futureleaders.network/health-y7-leaders-commemorate-world-health-day?fbclid=IwAR0Ek9B-25TQ78QEj_54242gSjlHuLnz089tFVilFj73CX43SnBGlcxHCak


Y7 活動報告 (事前イベント)

Y7 サミット　ディスカッションイベント（オンライン）

社会人対象イベント（４月３日）：

日時：4/3(土)、16:00-17:00（zoomにて開催)
参加者： 17名
タイムテーブル：

- 16:00-16:15 開会、紹介

- 16:15-16:45 トラック別ディスカッション

- 16:45-16:55 ディスカッション報告

- 16:55-17:99 クロージング

事後アンケートの結果 : 
- アンケート回答率 : ~40%
- イベント満足度  (5 高い→1 低い): 5 (65%), 4 (25%), 2 (10%)
- 特に重要と挙げられた課題

-  女性の社会進出

- 人権と民主主義

- 教育カリキュラムの充実（気候変動問題や、多様性の重視等、様々な局

面において）

- 情報難民の救済（例 . コロナに関する情報へのアクセス）
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Y7 活動報告 (事前イベント)

Y7 サミット　ディスカッションイベント（オンライン）

中高生対象イベント（４月１０，１１日）：

①＜経済トラック＞

１日目：

３０年後はどんな経済になっていて欲しいかと聞いたところ、「差別を感じない社会」を作ってほしいと

いう意見が強よかった。または、「若い人の意見が政策に取り上げられていない」、といえ発言もあり、

これから政策をつくるときは政府に日本の若者と一人は述べた。差別に関しては、「女性が働きやすく

する」ことの話がでて、「女性は子どもができて、育休とか周産のために休みを取らないといけないか

ら、会社が雇いたくなくなることを税金を使って解決して欲しい」と一人は述べた。日本の政府開発援

助の事を聞くと、日本はしっかり貢献してるイメージがあると学生たちは答えた。教育を通し、政府開

発援助のためのサポートも作るのは重要だという思いもでて、参加者の中で「ひとりが１００円づつだ

すだけで代わる。そのようなことを政府が教育などを通しもう少ししっかり発信すれば、もっと多くな人

が協力してくれると思う」と述べた。

２日目：

コロナからの復興でG7首脳たちに意識して欲しいことは何かと聞くと「コロナ禍で経済格差が大きく

なっことを感じる」という意見が多く、一人からは「全員が安定した生活を送れるためには経済の格差

・貧富のさを重要視しています」という発言が出た。コロナにより、IT起業が発展して、デジタル・ツー

ルをどうやって活かすことができるなかというディスカッションもありました。でも全てポジティブな考え

ではなく、弊害としてはどうしても他人との触れ合いが少なくなり、とくに小さいな子どもたちが「社会

のなかの自分を見つけにくくなった」と思う意見も取り上げられた。３０年後はどんな社会を作ってほし

いかを聞くと、「もっと多様性を受け止める社会を作ってほしい」という意見が強く、それを解決するた

めには教育が重要と発言する学生が多く、一人は「いろんな問題があると知らないまま社会に出てし

まうと社会が変わらない」と発言した。環境問題に関してはおそないときから教育を受けているからみ

んなの関心度は高いが、多様性に関してはそうでもないとみんながいう。「女性が差別される問題の

ことは高校で初めてしった」という発言もあり、LGBTに関しての教育がとくに足りないという意見もで

た。
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Y7 活動報告 (事前イベント)

Y7 サミット　ディスカッションイベント（オンライン）

中高生対象イベント（４月１０，１１日）：

②＜健康・医療トラック＞

１日目：

この日は女子校に通う高校生数名とのディスカッションであったが、その影響か、最初はコロナワクチ

ンの安全性に対する懸念があがったものの、ディスカッション時間のほとんどは、特に女性の自分の

体に対するイメージとメンタルヘルスに割かれた。コロナによって休校が続いた２０２０年度上半期

に、自粛中にものすごくダイエットを頑張って痩せた女子生徒が相次いだという。学生のBMIの急激な

減少を問題視した学校も、痩せすぎはよくないというメッセージの動画を全校生徒に配信したものの、

まず動画は長すぎて、かつあまり心に刺さらないクオリティであったため、効果は薄かったのではと生

徒たちは疑っていた。このようなbody imageに対する効果的な教育を強化すると同時に、このような

メンタルヘルスに関わる悩みを匿名性を維持して相談できる機関へのアクセスを向上させてほしいと

いう切実な声が印象的であった。

２日目：

２日目は、１日目に比べて参加メンバーのバリエーションも豊富で、それが原因か上がったトピックも

かなり幅が広かった。ワクチンに関するスティグマに特に関心を抱いている学生もいて、日本メディア

のワクチンの取り上げ方が度々問題視された。視聴者数を稼ぐためにどうしてもメディアが取り上げ

る内容は偏りがちで、科学的知見よりもそちらの情報をうのみにする視聴者が増えることで、vaccine 
hesitancyがより深刻化していることを学生は不安に感じていた。また、追加として直接的にG7には

関連しないが、発展途上国におけるhealthcare disparityに焦点を当てたいという声も上がっていた。
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Y7 活動報告 (事前イベント)

Y7 サミット　ディスカッションイベント（オンライン）

中高生対象イベント（４月１０，１１日）：

③＜気候変動トラック＞

１日目：

環境・気候変動問題に関わる課題として、生態系の変化、エネルギー自給率の確保、資源のサステ

ナブルな活用、クリーン技術の高費用といった問題が特に挙げられた。これらの課題に共通する解決

策として、教育（例、ごみ拾いのボランティア活動をカリキュラムに取り入れる、授業カリキュラムに気

候変動を取り入れる）、個人の環境意識の向上（SNSの活用、テクノロジーを駆使した節電取り組み

の見える化）などが挙げられた。特に政府に実施してほしいこととして、環境税・炭素税の導入、

Green new dealの促進（再生可能エネルギーを大規模に導入し、コストを下げる）等が特に挙げられ

た。

２日目：

前日とは打って変わり、日本のエネルギー政策に焦点を絞った議論が行われた。特に、日本からの

石炭火力発電の輸出が世界の気候変動問題を悪化させているだけでなく、大気汚染や健康被害と

いった他の社会問題にも貢献していることが問題として挙げられた。解決策として、日本の温室効果

ガス削減目標、エネルギー基本計画の改定のほか、研究者や各国の事例を参考にしながら、どのよ

うに石炭から再エネに移行すれば、現世代の負担を最小限にし、むしろ経済と環境の好循環を生み

出せるかについて研究を進めるべきという意見がうかがえた。
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Y7 活動報告 (事前イベント)

Y7 サミット　ディスカッションイベント（オンライン）

中高生対象イベント（４月１０，１１日）：

④＜デジタルトラック＞

１日目：

初回の中高生イベントでは主にオンライン教育の普及の地方と首都圏間における格差、さらにはオン

ライン上の誹謗中傷等の問題が挙げられた。インターネットの安全性確保のためにも政府による介入

を求めたり、匿名制度を廃止するべきではないかとの意見が交換された。

２日目：

２日目の中高生イベントでは主にSNS教育の充実や教職員のデジタルリテラシーを高めることについ

て議論が交わされた。SNSを通して自由に意見を発信し、交友を深めることが可能である一方、ネッ

ト上の誹謗中傷等の被害を被ってしまう可能性が常に存在しているのがSNSの危険な面でもある。

SNS上で起こりうる危険を十分に理解した上でSNSを活用していくためにもSNSに特化した教育を取

り入れることが重要ではないかという点が指摘された。また、特に指導者側である教職員に対するデ

ジタルリテラシー教育を強化することにより、子供自身のデジタルリテラシーの習得へ繋がるのでは

ないかとの意見もあった。
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Y7 活動報告 (サミット中の活動)
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1日目（5月14日）

　Y7サミットはイギリス政府提供のオンラインプラットフォームを用い、 500名を超えるユース

を参加者として迎えながら開催された。サミットの様子はあらゆるソーシャルメディア媒体を

駆使しながら全世界にライブストリーミングされた。

　開会式後に行われたパネルディスカッションには Y7南日が登壇し、Y7日本代表としての活

動についての振り返りおよび今後の展望についての考えを共有した。

　



Y7 活動報告 (サミット中の活動)
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　また、各分野の代表団ごとに分かれて英国大臣・政府関係者を交えた会議が行われ、 Y7
共同宣言書を元にした政策提言が行われた。

　その後Y7瀧野が他国代表団長と共に、世界に向けて初めて Y7共同宣言書を公開した。

更にはG7シェルパであるジョナサン・ブラック氏に対しても Y7を代表してY7共同宣言書のア

ドボカシーを行った。

　

　

　その他WFP国連世界食糧計画主催のワークショップや参加者とのネットワーキングの時

間が設けられた。



Y7 活動報告 (サミット中の活動)

2日目（5月15日）

　2日目は主にこれまでの活動を振り返るイベント（パネルディスカッション、ネットワーキング

等）が行われた。また、表彰式においては、 Y7共同宣言書を完成させるまでの議論に最も

寄与した代表としてY7瀧野がNegotiation Boss Awardを受賞。また、Y7南日がインター

ネットの安全性に関して共同執筆した評論が Outstanding Op-Ed Award（最優秀オプエド

賞）を受賞した。
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経済トラックでは、焦点とすべき課題をどう絞り、どう提言するかが、難しい課題でした。経済は

社会のあらゆる側面に密接に関連していて幅広いテーマを扱う上に、Y7の日本代表団の提言

は、日本の多様な若者が重要と考えG7首脳や政策立案者に伝えたいテーマを反映したもので

あるべきと考えたからです。

日本からの提言の内容を絞るにあたって、日本の若者へのアンケートやフォーカスグループの

結果が非常に重要でした。アンケートの「経済・社会問題の発展に関する問題でなにが重要だ

と思いますか」という質問から、「子供の貧困 (58%)」「環境にやさしい経済の実装 (51%) 」「労
働環境、特に長時間労働 (46%)」 の3つのテーマが重要なことがわかり、私は日本代表として

各国代表とのディスカッションでもこのテーマを優先事項として提案しました。

その結果、Y７の経済トラックでは、以下の3点を優先分野と決定しました。

● 前向きで包括的な労働市場と社会 の政策（教育への投資拡大と福祉モデルの改革を

通して、増加する子もの貧困に対処することを含む）

● 気候変動対策、人権、持続可能性、福祉に焦点をあてた国際経済協力（国際貿易協定

に環境基準を盛り込むことを含む）

● COVID-19からの回復に取り残される国を作らないこと

日本の若者の意見を聞くフォーカスグループも、Y7日本代表団の各トラックの優先事項を決定

する際に重要でした。ジェンダーの平等、より広範な格差問題や社会参加の課題、コロナ禍の

中でのメンタルヘルスに対する教育システムでの早期対策が、若者にとって重要なことは

フォーカスグループから判明しました。

経済トラックの課題は、他トラックと密接に関連しているため、経済トラックと他トラックの関連性

を明示的に最終版コミュニケに反映するように努めました。たとえば、メンタルヘルスの不調

は、不健康な職場やワークライフバランスの欠如が危険因子であること、女性の参画・不平等

の問題は、職場や社会における男女の役割や環境の相違が大きな要因であるなど、経済と他

分野の関連性が盛り込まれました。また、G7諸国の中で、日本は男女の賃金格差が最も大き

い国（女性は男性より平均23.5%低賃金）であるため、雇用問題において男女の賃金格差を減

らす重要性を強調しました。さらに、教育の中断や子どもの貧困は、生涯の雇用や健康に悪影

響を及ぼすことをデータで示し、子どもの貧困対策の重要性を求める根拠としました。

個人所感 
(Y7団長 瀧野  Economy)
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2021年のY7では、世界の政策立案者と関わり、影響を与える機会が多くあったことで、Y7の
活動がより実り多いものとなりました。G7各国の労働関連の大臣などを含むハイレベルな代表

による雇用タスクフォースの会議にY7の代表は毎回招待されました。私は、第1回目の会議で

は、Y７の各国代表とともにY7の包括的な優先事項を発表し、11月の第3・4回目の会議では、

職場の健康・安全政策にメンタルヘルスとメンタル福祉を取り入れる重要性を説きました。Y7の
雇用タスクフォースへの貢献は、G7首脳会議の声明でも言及されました。

G7の財務省や他の政府機関のメンバーとも会合を持ち、ロンドンで開催された「教育のための

グローバルパートナーシップ」（The Global Partnership for Education・GPE）のサミットにも

参加し、すべての人に教育機会を確保するための財政的投資の重要性を提唱しました。Y7の
経済トラックでも、GPEへのコミットメント拡大を求める提言を盛り込みました。さらには、G７の

ホスト国であるイギリスのリシ・スナック財務大臣とのラウンドテーブルにY7の代表の一人とし

て参加し、若者の雇用対策、メンタルヘルスの促進、気候変動への取り組み、持続可能性と福

祉を金融システムに反映させることを提言しました。この機会を通して、イギリスだけでなくG7
の蔵相会議での融資政策に決定に影響を与えることができました。

また、Y7のプロセスとしては前例のない、メディアでの報道もあり、新たな貢献をする機会となり

ました。BBC World Serviceではパネルディスカッション「G７サミット:　若者の声」が特集され、

私も参加しましたが、この番組はG7に先立って世界に生中継され、またBBC Radio ４でも報

道されました。経済トラックがG7の関連グループと共同作成したステートメントはイギリスの

ガーディアン紙で取り上げられました。若者の代表として、世界の視聴者に向けて発信する機

会を与えていただき、感謝しています。

個人所感 
(Y7団長 瀧野  Economy)
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　本年度のY7サミットにおいては、一人でも多くの日本の若者の声をG7首脳並び国際社会へ

届けることを最優先事項とし、Y7日本代表団一丸となり活動を行った。これを踏まえ、第一に将

来の日本の未来を担う若者の声を一人でも多く収集すること、そして第二に他国代表団との議

論を通し、日本の若者が重要であると考える課題をY7共同宣言書に反映し、G7大臣や政府関

係者へ政策提言を行うことを目標とした。加えてY7日本代表団の広報担当としてY7の活動内

容の透明性確保および代表団の認知度向上に努めた。

　まず、意識調査の実施においては、様々な層（年齢・性別・地域・職業等）の若者の意見を収

集できるよう、ソーシャルメディアやメーリングリストを駆使しつつ新聞社や教育機関にも協力を

得た。結果として二週間で1024名の意見を集約することができ、加えて三回にわたって開催し

た少人数制のオンラインイベント（中高生二回、大学生・社会人一回）を通してより日本の若者

の具体的な意見を理解することができた。収集した定量的かつ定性的データを元に、デジタル

とテクノロジー分野においてはデジタルリテラシー教育の促進（52％）、個人情報保護の強化

（49％）、およびAI等の新興技術に関する理解の普及・浸透（43％）の三つが日本の若者が考

える、デジタル化を日本国内で進めていく上で最も重要である３つの課題ということが明らかと

なった。特に個人情報保護に関しては、個人情報がオンライン上でどのようにして扱われている

か、または共有されているかを明確に把握できているかという問いに対し、大いに同意できない

・同意できないと回答した若者は56.1%であり、個人情報保護規制の強化を求める声が目立っ

た。また、デジタル化の促進やテクノロジーの活用を通して実現されることが日本の若者の間で

最も望まれているものとして、多様な働き方・職場環境（57％）が一番に挙げられた。

　意識調査及びオンラインイベントを通して日本の若者が重要であると考える課題を明確化し

た上で4月から5月初旬に行われた本サミットにかけて毎週2時間以上に及ぶ議論が他国代表

団と行われた。議論の目的は最終的にG7政府関係者及び首脳陣に提出する共同宣言書（Y7 
Communique）に含める政策提言の内容を決めることであり、日本代表としては日本の若者の

声を最大限に反映させることに徹した。デジタルとテクノロジー分野は月一でマーサ・レイン・

フォックス氏（lastminute.com創始者、Twitter取締役、Chanel社外取締役）からご指導を受け

ることができ、政策をより実現可能かつ最大限の効果を発揮する方法について意見を頂いた。

結果としてデジタルリテラシー教育の促進のための施策（インフラの整備、教育指導者への研

修強化、デジタルリテラシー教育を義務教育過程に導入する）、個人情報の取り扱いに関する

透明性の確保や法規制の見直しを通した個人情報保護の強化、および新興技術に関する理

解の

個人所感 
(Y7南日　Digital and Technology)
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　普及・浸透のための措置を促す政策提言を共同宣言書に反映させることが実現した。加え

て、日本を筆頭に国際社会で深刻な問題となりつつあるインターネット依存に関する政策提言

を交渉の末共同宣言書に含めることができた。

　また、代表団の広報担当として代表団の活動内容や毎週行われていた共同宣言書作成のた

めの議論の進捗状況等をソーシャルメディア（主にフェイスブック、ツイッター、インスタグラム）

を駆使しながら定期的に発信した。インフォグラフィックやショートビデオの制作を通し、フォロ

ワーが興味を持ちやすいコンテンツづくりを心掛け、G7/G20 Youth Japanの組織の知名度向

上にも貢献できるよう努めた。

　更に、Y7を代表して英国のデジタル・文化・メディア・スポーツ省（DCMS）のCaroline 
Dinenage氏のもとで行われたG7 Internet Safety Roundtableに参加する機会をY7イギリス

主催組織から頂き、G7各国大臣・政府関係者・有識者を前にユースの意見を表明することがで

きた。デジタルとテクノロジー分野における代表として取り掛かったオプエド（”Internet for the 
youth, by the youth, with the youth”）がY7サミットにて最優秀賞を受賞することができた。ま

た、デジタルとテクノロジー分野において掲げた政策がG7 Gender Equality Advisory 
Council 2021のレポートやVoice Magazine UKの記事に反映されたことを嬉しく思う。

　最後に、一日本代表として日本の若者が最も重要であると考える課題を全て共同宣言書に反

映できたことを嬉しく考える。Y7日本代表団一同、何よりも一人でも多くの日本の若者の声を国

際社会に響かせたいとの確固たる信念のもと、切磋琢磨し合いながら活動できたことは自分に

とっても非常に大きな刺激であり、学びが尽きない貴重な経験であった。また、次世代を担う

1000名強の若者の変化を求める声は私たちにとって大きな原動力となった。

　日本社会の更なる飛躍のために私たち若者ができることは何か。常にこの問いを自問自答し

ながら優秀な代表団と半年間以上にわたり活動を共にできたことを光栄に思う。本経験を通し

得ることができた学びや繋がりを活用し、国際社会における日本の国際的地位向上のために

貢献できるよう引き続き精進したいと強く考える。

個人所感 
(Y7南日　Digital and Technology)
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https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/1002605/DCMS_Ministerial_meetings_1st_Jan_31st_Mar_2021.csv/preview
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https://www.voicemag.uk/news/9122/y7-digital-and-tech-track-policies-announced


今回のY7サミットにおいては、日本および世界の若者の声をG７に届けるというミッションに共

感し、参加することとなった。気候変動は自身がプロフェッショナルなキャリアの中で、関わりも

するトピックであり、特に将来世代にとって非常に重要なトピックであることから、団体参加時か

ら希望し、発信を担うこととなった。

日本のユースへのヒアリング、アンケート、または議論を通じて、痛感したことは、彼らの中で気

候変動への意識が非常に高いということだった。議論を通じて上がる政策案は非常に具体的、

かつ、時には実現性が高いものであり、彼らの声が政治の場に届くことがいかに重要かという

ことを実感した。特に若者の中で関心が高かったテーマとして、「気候変動対応に関する教育・

トレーニング」「気候変動で最も影響を受ける地域・人々へのサポート」が挙げられ、私としても

Y7サミットに臨むにあたり、それらの声を声明文に反映させることはひとつのミッションであっ

た。Y7間の議論は、白熱し、時には対立も多く見られたが、何より感じたのは、ユース間では気

候変動を解決したいという思いは同じであり、同じ方向を向いた問題解決が可能であるという

点である。上記の点は、他のY7諸国でも同様に挙げられた重要施策であり、最終声明文にも

反映がなされたし、それ以外の重要論点（化石燃料へのファイナンス停止、グリーンキャリア

等）も、ニュアンスや更なる改善に向けた議論は大いになされたものの、Y7間の根本的な対立

というものは見られなかった。気候変動は通常国家間の対立が大きな課題となるが、こういった

若者の熱意、将来世代第一の考え方というものは、本問題を前に進める上で大きな原動力に

なるという点を実感した活動になったように思う。

個人所感 
(Y7渡邊Climate and Environment)
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  健康・医療では、2020年から続いてるCOVID-19パンデミックに焦点をあてな

がら、このパンデミックが影響を及ぼした健康・医療分野のあらゆる側面から、特に

若者にとってインパクトの大きい数個を選び抜くことに苦戦した。このテーマのメン

ターはイギリスのWelcome Trustのディレクターとして努めている Sir Jeremy Farrar
であった。Farrar氏との定期的なZoom会議で教わった世界の健康・医療情勢の現

状、アップストリームで活動している役員が実際耳を傾けてくれるメッセージはどのよ

うなものなのか、若者だからこそできることは何なのかなどの教義を念頭に置きなが

ら、一番G7の若者としてアドボカシーをしたい健康・医療の問題は何なのかを４か月

間ほどかけて代表同士で熱く議論した。

日本代表として、日本の若者にとって特に問題となっているメンタルヘルスは

最初から譲れないトピックであった。早い段階から、東京でメンタルヘルスケアサポー

トを提供しているNGO団体の代表にコンサルテーションを申し出たり、 2021年度Y7
代表による日本の若者約 1000人を対象としたアンケートの結果からもメンタルヘルス

ケアの充実化の需要が高いというエビデンスがあったなどの準備の成果が議論の場

で実り、また、他国もメンタルヘルスケアの重要性を認識していたという点などから

も、今年度のコミュニケでは、メンタルヘルスが大々的に取り上げられた。全 4テーマ

をまたぐ全ての提案から特にアピールしたいとして選ばれ、コミュニケ冒頭でハイライ

トされた4つの提案の中にも、日本が主に執筆したメンタルヘルスにまつわる具体的

な提案が選出されたことは、大きなインパクトがあったと考える。メンタルヘルスは、

G7のアジェンダにはもともと含まれていなかったことなどからも、 Y7としてこれほど大

きくアドボカシーできたことは非常に有意義であったと考えられる。

最終的に健康・医療テーマで今年度のコミュニケで取り上げられた３つのサブト

ピックは、

①健康の社会的決定要因

②メンタルヘルス

③デジタルヘルス

であった。Y7コミュニケでのこれらの提案が G7の首脳陣にきちんと届くことを心より

願う。

個人所感 
(Y7本谷　Health)
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Y20 Italy



正式名称 ：Y20 Italy 2021
主催 ：Young Ambassadors Society
期間 ：2021年7月19日（月)〜7月23日（金）

開催地：イタリア・ミラノ、ベルガモ（新型コロナウィルスの影響によりバーチャルサミッ

トとして開催）

参加者 ：18歳から39歳の学生、社会人からなる G20メンバー国（※）の代表団、及び

招待国・国際機関の代表団
（※）日本、イタリア、カナダ、フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、欧州連合、中国、ロシア、アルゼン

チン、オーストラリア、ブラジル、インド、インドネシア、韓国、メキシコ、サウジアラビア、南アフリカ、ト

ルコ

公式HP  ：https://www.y20italy.it/ 

概要 ：今年度のY20サミットは新型コロナウィルスの影響により、バーチャルサミット

として開催された。会議期間中は、政策提言に向けた交渉の他に、政府関係者との

意見交換、代表団メンバーがモデレーター・パネリストを務めるディスカッションセッ

ションなどを含め多様なプログラムを実施。また、会議に先立ち、 OECD、UNICEF等
の国際機関とのワークショップ、各トラックでの事前交渉が実施された。合意した政策

提言書を元に、代表団は各国政府との交流やアドボカシー活動など、代表団として

の使命を継続している。
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概要

https://www.y20italy.it/


日本代表団
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役職 氏名 所属（2021年11月時点）

代表団長（イノベーション担当） 矢野祖 東京さんりつ会さんりつ皮膚

科・在宅クリニック

代表（インクルージョン担当） 山崎寧々 UCL (ロンドン大学)

代表（サステナビリティ担当） 森田恵美里 プリンストン大学

Y20日本代表団  (左から矢野、山﨑、森田 )



Y20 活動報告 (事前イベント)

Y20 サミット　オンラインディスカッション

（5月29日&30日）

Y20日本代表団が政策提案を作成するにあたり、より日本のユースの率直な意見を

取り入れるため、合計20名程度の少人数ディスカッションをオンライン上で行なった。

様々な都道府県や教育背景の方々に参加していただき、トラック毎の３つのグループ

に分かれ議論したのち、発表・質疑応答を実施した。参加者の意見は、サミットに先

立ち行われていた各トラックでの政策提案会議にて共有された。
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日本のユースとオンラインディスカッションの様子



Y20 活動報告 (事前イベント)

2カ国間協議（ 7月中x３回）

サミットの20カ国間政策提案会議、そして本会議に先立ち、 2カ国間でのディスカッ

ションを行った。本年度のY20代表団は、イギリス、サウジアラビア、そしてメキシコの

代表団とのミーティングを実施。各トラックにて、アイデアの共有、合意形成に向けた

調整が行われた。
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UK, Saudi Arabia, Mexico代表団との２カ国間協議の様子



Y20 活動報告 (事前イベント)

トラック別事前会議（ 5月~7月）

サミットの開催に先立ち、イノベーション、インクルージョン、サステナビリティの各ト

ラックで２ヶ月間にわたるコミュニケの草案作成会議が実施された。これら各トラック

20名で非公式ミーティングの中で、コミュニケの構成や取り上げるテーマの決定、文

章の執筆と訂正を繰り返し、サミットに向けての準備を進めた。
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Sustainabilityトラックの事前会議の様子



Y20 活動報告 (事前イベント)

国際機関とのワークショップ

Y20の政策提言を届け、またフィードバックを受けるため、主催団体である Youth 
Ambassadors Societyが企画したワークショップに参加した。本年度は、 OECD, 
UNICEF, UNIDO, UNEP,G20 Italian Presidencyとのオンラインミーティングに参加。
ワークショップは、各トラックに合わせた議題で進められた。
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UNEPとのワークショップの様子

UNICEFとのワークショップにて

OECDワークショップにて COVID-19の影響に関するプレゼン



Y20 活動報告 (サミット中の活動)
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バーチャルサミット

今年はコロナウィルスの影響により
Y20サミットはオンライン開催となった。
その為、5月から7月にかけてY20代表
団によるコミュニケ作成協議を実施の
上完成させたのち、7月19-22日のサ
ミット期間中はウェビナー形式にてト
ピックに関するスピーチやパネルセッ
ションを配信する形での開催となった。

1日目 (7月19日)

サミット初日はミラノ市長の開会挨拶に
始まり、自然環境保護と教育に関する
セッション、食と農業に関するセッショ
ン、そして、G20関係者との交流セッ
ションなどが実施された。

2日目 (7月20日)

サミット2日目は、主催地イタリア・ミラノ
で対面開催されたパネルディスカッショ
ンと中継を繋ぎ、G20 Presidencyの政
策アドバイザーを含む関係者と Y20代
表団の意見交換会が開催された。
各トラックから複数名がG20 
Presidencyに対してユースからの提言
と質問を投げかけ、対話が実施され
た。

（２日目）イタリア会場からの中継

（２日目）イタリア現地会場の様子



3日目 (7月21日)

環境と平等をテーマに実施された
UNICEFのExecutive Director, 
Henrietta Fore氏、UN Women 
Ambassador for Africa, Jaha 
Dukureh氏とのパネルセッションでは、
次世代に向けたキャリアのアドバイス
や励ましをいただいた。

4日目 (7月22日)

サミットのスポンサーであるコーヒー業
界の各活動家がパネルセッションを実
施。

5日目 (7月23日)

サミットを通して最終調整にかけられた
コミュニケ文書の採択が行われ、 G20 
Sherpa, Ambassador Luigi Mattiolo
氏、またその他のG20 Presidency代
表者に届けられた。

Y20 活動報告 (サミット中の活動)

33

（5日目）サミット終了後の記念撮影

（3日目）UNICEF Executive Director, Henrietta 
Fore氏

（3日目）UN Women Ambassador for Africa, 
Jaha Dukureh氏



COVID-19 pandemic下においてさらに変化の加速している領域であり、各国の情勢を

踏まえ以下のサブカテゴリーに準じて活発な議論が行われた。

(1)Infrastructure
(2)Digital Literacy
(3)Worker’s protection
(4)Develop digital rights and a free, open and safe digital space
(5)Upskilling
(6)Youth hubs/entrepreneurship
(7)Health
(8)Develop a Digital Universal Credential Recognition

これまでのY20サミットでも議論されてきた内容に関しては、 COVID-19  pandemicを経

て変化してきた内容を整理し、より精緻な数値を盛り込むこと、 Youth代表としてこうした

社会全体の強制的な変化で特に Youth世代が感じている課題点や将来への希望を反映

することに注力し政策提言書を作成した。

各国代表団との議論ではキーワード選択や具体的な目標達成期間については国際機

関レポートだけでなく、各国代表が自国の最新のデータを共有し忌憚のない意見が交換

された。Y20では各国代表での公式の議論の場を “Negotiation”と呼ぶが、まさに互いの

国の背景を尊重しながらも Y20全体として一つの提言に昇華させていく過程はデータだ

けではなく、議論のスキルも求められ、大変勉強になった。

個人的には（3）（5）（7）の分野は現在の社会情勢から医療分野の議論になることも多く、

専門性をもって議論に貢献できたと感じている。一方で人権・デジタル法関係の分野で

は議論の整理や全体の会議の進行の部分で貢献できるよう努めた。

今後のY20への課題として、一部の議題は他の Trackと重複する部分があり、こうした

border zoneの議論がTrackという作為的な構造で分断されることがないような工夫が今

後も必要であると感じている。
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個人所感 
(Y20矢野 Innovation, digitalization & the 
future of work) 



Inclusion and equal opportunitiesを全マイノリティグループ含めて推し進める事の重

要性について初回ミーティングで認識合わせができたため、議論の中心はいかに網

羅的且つ具体的な提言をまとめるかであった。広い分野に関わるトピックのため、各

国の初案をもとに設定された下記７つのカテゴリごとにサミット前に各々議論を進め

た後、サミット中にカテゴリ間の調整を行なった。

（１）Inclusion in health
（２）Inclusion in education
（３）Inclusion in access to basic resources
（４）Economic/ financial inclusion
（５）Inclusion in labour market
（６）Youth empowerment
（７）Other (e.g. civil society)

数値化が難しい分野だけに、提言を ”actionable & measurable”にすることをにトラッ

クとして意識し、議論を重ねた。 Inclusionへの現在の政治的取り組みが 20カ国様々

であることを踏まえた上で、いかに具体的且つ全ての国に意味のある提言にまとめ

るかを代表メンバーで密に議論できたことは、大変意義のある経験であった。

特筆すべき点として、コロナ禍で行われたサミットということもありワクチンアクセスに

ついての議論が特に活発であった。一時はワクチン関連の提言は Y20コミュニケの

一部としてのみではなくC20, W20などと共同で行う案も議論されたが、全代表団員

60人の合意を取ることの難しさが原因で叶わず、 Inclusion trackの提言の一部として

コミュニケに反映された。将来的に、 Youth engagement groupが他engagement 
groupと協力関係を築き、共同で G20に働きかけていくことを考える際に、振り返るべ

き一件だと思う。

個人所感 
(Y20山﨑 Inclusion and equal opportunities) 
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同年秋に開催予定のCOP26 Glasgow会議を控えた中、G20に対する政策提言とい

う状況を踏まえ、サステナビリティ・気候・エネルギーのフォーカスグループは

innovativeでprogressiveな提言書を作成することにこだわりを持って協議を進めた。

特に、今までのY20提言書に含まれていないキーワードを新しく追加することや、

COVID-19パンデミックからの ”Green recovery”、ユースにとって影響の大きい雇用

などの、新しい視点を反映させた。

具体的には、以下の８つのサブトピックに別れて協議が行われ、政策提言文章が作

成された。個人としては（１）気候アクションのための体系的な変革、そして（７）気候変

動に対する自然災害対策の提言執筆に貢献した。

（１）Systemic Changes for Inclusive Climate Action
（２）Just Energy Transition and Innovation
（３）Youth, Education and Green Jobs
（４）Sustainable Taxonomy and Finance
（５）Carbon-pricing Mechanism
（６）Natural Environments and Biodiversity
（７）Resilience, Preparedness and Adaptation
（８）Circular Economy, Waste and Pollution

協議開始当初からの印象として、 G20参加国の同年代の代表たちが同じように気候

変動に対する強い危機感を持っており、各方面でアクションを起こしていることに大き

な感銘を受けた。特に、国際協議では気候変動対策に対して後ろ向きな国々の代表

についても、ユースに関しては強い危機感を持ち合わせており、こうして私たちの世

代の声を提言書としてまとめられた事に大きな意義と未来の政策づくりに対する希望

を感じた。そして各個人のフィールドでの専門性を生かし、様々な研究結果・エビデン

スをベースに提言書を作成することもできた。気候変動というあまりにも大きな課題に

対する提言をコミュニケという限られた形にまとめるのには苦戦し、最終的にカットさ

れたキーワードなどの多くあったが、その中でもユースの意志の強さを十分に反映し

た文書にまとめられた事に誇りを感じる。

36

個人所感 1/2
(Y20森田 Sustainability, climate and energy)



　今回Y20代表団としての活動に参加できたことは、学業からこの先のキャリアにつ

いて考えるに当たっても大きな一歩となったと感じる。特に、担当したサステナビリ

ティのトラックで2ヶ月間に及び共に協議を続けた 20カ国のユース代表たちから受け

る刺激は大きかった。大学 3年生として参加した自分にとって、社会人 3~5年目、また

大学院生などの多かったトラックの代表たちから学ぶことは多く、各国に同じ課題に

対してパッションを持った同年代の仲間との繋がりは、今回のサミットに限らず今後も

大切にしたいと思う。

　協議所感にも書いたように、私たちのトラックは COP26を意識し、先進的な提言を

する事にこだわりを持っていたが、実際にその提言を G20の議論プロセスに反映させ

ることの難しさもたびたび感じた。 G20 Sherpaの方々に対しては限られたワーク

ショップの時間の中で意見をぶつけることができたが、 G20本会議のEnvironmental 
Ministersによる協議がY20開催より早いタイミングで実施されたこともあり、 Y20の提

言が実際にG20協議に反映されたのかどうかは不確かだった。 Y20を通したワーク

ショップでいただいたアドバイスを今後の Y20の活動に生かすとすれば、文章の完成

版を手渡しするだけではなく、コミュニケ作成の早い段階から政策関係者とコミュニ

ケーションを取り始めることを勧めたい。

　別の観点から今回のサミットを振り返ると、対面での開催がなくなり残念だった反

面、オンライン開催になったからこその良さを感じることもあった。例年以上にサミット

までの期間を通した事前協議が充実しており、内容の濃いコミュニケが作成できたと

感じている。各個人の専門性やリサーチ力の生かされ、細かいワードチョイスや表現

にもこだわった文書が作成できたのではないかと思う。ただ、代表団 3名だけで事前

協議やその他のワークショップへの参加、日本のユースへのリーチアウト活動の企

画・実施、SNSの運営を回すことの難しさも感じることが多く、他国と比べて日本チー

ムのマンパワー不足を感じた。そこで、今後は代表団以外にもサポートメンバーを募

集することを提案したい。代表団に選ばれるメンバーのバックグラウンドの偏りも大き

な問題であり、提言作成とその後のアウトリーチに際して、日本のインダストリーや政

治情勢への理解が深く、日本での活動経験と地盤・ネットワークの豊富なメンバーを

取り入れることが必要だと感じた。

37

個人所感 2/2
(Y20森田 Sustainability, climate and energy)



Conclusion



今後の活動について

Y7 Summit 2022
場所：ドイツ
時期：2022年5月を予定
代表団：2022年1月に選抜予定

Y20 Summit 2022
場所：インドネシア
時期：2022年7月後半を予定
代表団：2022年1月に選抜予定
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